
　
２
月
26
日
、

今
年
初
開
催

と
な
る
雲
南

神
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が

加
茂
文
化
ホ

ー
ル
ラ
メ
ー

ル
で
開
催
さ

れ
、
訪
れ
た

大
勢
の
神
楽

フ
ァ
ン
が
神

楽
の
共
演
に

酔
い
し
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、

市
内
の
社
中

10
団
体
「
佐
世
神
楽
社
中
・
出
雲

國
大
原
神
主
神
楽
保
存
会
・
山
王

寺
和
野
神
楽
社
中
（
大
東
）、
南
加

茂
貴
船
神
楽
社
中
（
加
茂
）、
槻
屋

神
楽
保
持
者
会
・
西
日
登
神
楽
社

中
（
木
次
）、
須
所
若
獅
子
会
（
三

刀
屋
）、
民
谷
神
楽
団
・
深
野
神
楽

保
存
会
（
吉
田
）、
上
多
根
神
楽
保

存
会
（
掛
合
）」
が
出
演
し
ま
し
た
。

小
学
生
が
か
わ
い
ら
し
く
演
じ

る
演
目
や
有
名
な
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ

チ
退
治
を
演
じ
る
迫
力
あ
る
演
目
、

優
美
で
幽
玄
な
舞
い
な
ど
に
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
響
い
て

い
ま
し
た
。

そ
の
昔
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

親
か
ら
子
へ
受
け
継
が
れ
て
き
た

神
楽
。
今
後
、
行
政
や
地
域
が
連

携
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
後
世

へ
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

３
月
３
日
、
平
成
19
年
秋
に
鳥

取
県
で
開
催
さ
れ
る
第
９
回
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
へ
、
優
良
牛
を

出
品
す
る
た
め
、
雲
南
市
出
品
対

策
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
行
政
や
Ｊ
Ａ

雲
南
な
ど
の
畜
産
関
係
機
関
で
組

織
さ
れ
、
全
国
共
進
会
に
向
け
、

出
品
牛
の
飼
育
管
理
や
育
成
指
導

な
ど
を
行
い
ま
す
。

優
良
牛
は
、
飼
育

環
境
や
血
統
等
に
も

影
響
す
る
と
言
わ
れ
、

昨
年
開
催
さ
れ
た
中

央
子
牛
共
進
会
で
は
、

雲
南
市
の
出
品
牛
が

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
な
っ
て
い
ま

す
。全

国
の
共
進
会
で

の
審
査
結
果
は
、
雲

南
市
産
和
牛
の
ブ
ラ

ン
ド
化
に
も
繋
が
る

こ
と
か
ら
、
雲
南
市

か
ら
の
出
品
牛
に
期

待
が
高
ま
り
ま
す
。
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雲
南
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産
の
優
良
和
牛
出
品
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向
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２
月
10
日
、
三
刀
屋
文
化
体
育

館
ア
ス
パ
ル
を
会
場
に
、
雲
南
市

健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
〜
心
の
健
康
づ
く
り
住
民

グ
ル
ー
プ
活
動
交
流
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
７

年
か
ら
旧
三
刀
屋
町
で
開
催
さ
れ

て
い
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
雲
南
市
全

地
域
に
広
げ
た
取
り
組
み
と
し
て
、

引
き
続
き
開
催
し
た
も
の
で
、
市

内
で
活
動
す
る
住
民
グ
ル
ー
プ
や

雲
南
市
精
神
障
害
者
家
族
会
な
ど

の
活
動
報
告
や
意
見
交
換
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
各
種
取
り
組
み
へ

の
相
互
理
解
や

参
加
者
と
の
交

流
の
場
と
し
て

開
か
れ
ま
し

た
。は

じ
め
に
、

雲
南
市
精
神
障

害
者
家
族
会
の

青
山
友
行
会
長

が
「
こ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
通
じ

て
、
生
の
声
を

聞
き
、
参
加
者

と
と
も
に
考
え

る
こ
と
が
重
要

で
す
。
偏
見
や
差
別
の
な
い
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
”こ
こ
ろ

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
“
に
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
開
会
の

あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
家
族
会
や
精
神
保

健
福
祉
施
設
、
住
民
な
ど
の
代
表

が
参
加
し
、「
聞
い
て
く
だ
さ
い
、

私
の
気
持
ち
。
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
、
あ
な
た
の
気
持
ち
」
と
題
し

て
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
あ
り
、
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雲
南
市
健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
で

は
、「
今
後
も
健
康
づ
く
り
、
福
祉

づ
く
り
活
動
を
続
け
て
き
た
会
の

交
流
を
深
め
、
み
ん
な
で
手
を
取

り
合
い
、
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

に
繋
が
っ
て
い
け
ば
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

２
月
28
日
、
尾
原
ダ
ム
Ｐ
Ｒ
館

に
お
い
て
、
第
一
回
尾
原
ダ
ム
地

域
づ
く
り
活
性
化
研
究
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
会
は
、
尾
原
ダ
ム
周

辺
地
域
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
多

彩
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、
地
域

住
民
と
行
政
が
協
働
し
て
個
性
的

で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
目
的

に
結
成
さ
れ
た

も
の
で
、
雲
南

市
・
奥
出
雲
町

の
地
元
関
係
団

体
や
学
識
経
験

者
、
国
・
県
・

雲
南
市
・
奥
出

雲
町
の
行
政
関

係
か
ら
約
30
人

が
出
席
し
ま
し

た
。会

議
で
は
会

長
に
作
野
広
和

島
根
大
学
教
育

学
部
助
教
授
を

選
出
し
た
後
、

「
地
域
に
開
か

れ
た
ダ
ム
整
備

計
画
」
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る

１，
０
０
０
ｍ
級
の
ボ
ー
ト
競
技
施

設
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
施
設
の
計
画

や
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
研
究
会
で
、
施
設

整
備
や
ダ
ム
周
辺
地
域
の
活
性
化

な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
を
行

う
予
定
で
す
。
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雲
南
市
内
の
伝
統
文
化
「
神
楽
」
が
一
堂
に
集
う 意見交換では「障害者にやさしい行政であってほ

しい」などの声もありました。


